
 

 

 

 

 

第２回 「地域の力を考える集い」＜口之津･加津佐町会場＞＜北有馬･南有馬町会場＞                                 

に参加しました！ 

 １２月３日（月）に各地区の会場で行われた第 2回「地域の力を考える集い」にグローカルコースの

課題研究班（１･２年生）が参加しました。今回は、環境班、ビジネスプラン班の２班が参加し、地域の

方々の前で研究内容の発表を行いました。また、ワークショップにも参加し、地域の魅力や課題につい

て幅広い年齢の地域の方々と話し合う貴重な機会となりました。 

 

＜発表＞ 

【 環境班 】       テーマ： 持続可能な環境を口之津から ～与茂作川の復活を目指して～ 

林田七海 井上祐香 塩田夏詩江 金子倭 髙橋美喜 

【 ビジネスプラン班 】 テーマ： 楽しそうから始まる原城巡り 

               林田摩耶 大﨑希生 川上琴鈴 嶋田希海香 大久保七香 近藤愛夏 

（それぞれの研究概要については、グローカル通信１４号をご覧下さい！） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

環境、観光という２つの視点から、「自分たちが生まれ育った地域をより良くしていきたいという気

持ち」が伝わってくる発表でした。地域の学習として、「これまで」の歴史を学ぶことが多い中、地域

の「これから」を見据えた研究を高く評価していただけました。今後の研究にますます力が入ることで

しょう。 

長崎県立口加高等学校グローカルコース 第１５号 平成３０年１２月３日  

グググロロローーーカカカルルル通通通信信信   



 

＜ワークショップ＞ 

 ワークショップでは地域の方々とグループになり、南島原の魅力や課題について意見を出し合いまし

た。高校生とは異なる視点からの様々な意見を聞き、自分たちがまだ知らない地域の魅力や課題を知る

ことができたようです。課題研究に役立つ情報を提供して下さる方もいらっしゃり、生徒にとって非常

に有意義な時間となりました。また、地域の方々にとっても、高校生の視点からの意見を聞けるのは良

い機会だと言っていただきました。ワークショップの最後には、それぞれのグループの意見を高校生が

まとめて発表を行いました。グループで出た多くの意見の要点をしっかりとまとめ、堂々と発表する姿

には、地域の方々だけでなく、普段見ている私たちも驚かされました。こうした場を通して、生徒は成

長していくのだと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第２回 地域の力を考える集い」 は １２月 16日（日） にも次の会場･日程で行われます。 

 深江町･布津会場（世紀の泉）            ９時３０分～１２時３０分 

 有家町･西有家町会場（西有家総合学習センター[カムス]）     １３時３０分～１６時３０分 

この会では、次の３班が参加予定です。 

観光班     テーマ：南島原市における観光の形 

ジオ看板班   テーマ：看板で伝える 

パッション班  テーマ：パッションフルーツを用いた緑のカーテン 

今回の２班とはまた違う視点で、地域の未来を見据えた研究を行っています。 

地域の前で発表し、地域の方々と話し合うことで、また生徒が成長してくれることを期待しています。 


